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樹幹各部にべける比重にﾡ縮張の變異

I. アカエゾマツ材

救 師 北 村 義 重

諸 言

樹木は樹和に よ 2 て構池 を にす る は 勿商で あ a が同 -ﾡ仲内 

に於て 外 共構造組織が同…で あ る こ は云ひ難い, ﾡ裕に調べ ると夫 

々つ 細械か ら成り立つてゐる。

素 上 り 樹木が共成立當時か ら現住/) 樹幹を形成 す る に至 る 間に 

ﾡ々の城に支配されﾡﾡ盤交の試を舗た % のであつて共影響 

* く 材質に現れてみ る のであるが,ﾡ質中にﾡなるは比1ごﾡ 

縮強と に於 てで みる, 然も 比は稲補諾にﾡ価がﾡしるか ら関 

係を見出すにはﾡめて好都合でわる。耐して積をの支配を受ける こ 

こ の者し樹Aにがては材公變化%織めて級敏な a べ ・締で? 

て ・ 此意味 に 於 て樹ﾡによつて 材質變 化の 各々 異 つ に細路 をるべ 

さである。

ﾡ城の變化が材質特に,順ﾡﾡに及 ト影響 を知 ら むに は 先づ 

樹幹各部に於ける之等の變異を究明 して置力、ねばな らない, 然る に 

本研究に関 しては未な適確た成果あ る を知 ら ざる現狀忙鑑み玆(こ本

を研究した第である。

本研究に常つ < は先づ本道産生要樹種た るァカ= y ッ, エゾ

ッ, トドッのMiに途施行救せんごする るのでる。



I・試 驗 方,法

1) 供試ポ • ・

供試木は北海遣十勝岡河I上士幌村ﾡ不三ﾡ, 北海述岡有# 

普ず撃K199 小班(供試木I)及び例路岡足絡郡小利別村, 北海 

道ﾡ行林斗済事業K28い小班 (供試木ID) 産である。

番更事※ﾡ 139 小班, 供試木 I の成立せる他域は皆更川支流十 

元沼流域の不M激地で, カェン〜 ッ90%以上そ占める純林そ形 

成し 海拔高 662 米で,クーザッ, シャクナダ等の下草勲生す。土ﾡ 

は下府砂岩の上そ流水ﾡ横きり共上に 5ﾡル至 55 ﾡの地士み り , 

上部はﾡ "砂士 こ 20 極内外の腐植麻 を以て被はれて ゐる。 父斗

業K 28 い小班,供試木II の成立せる箇所は利別川上流々域の平 

M地で, 90%以上の テカェ〜 ッ純林 となし, 海扱高425米でわ a。 

土壊は輝綠凝灰岩或は 石灰岩の風化生産物にる砂土下ル士 そなしそ 

©上に流水層あり,上層の腐植は7夕至12晩一般に土壊の淺い地 

域である。供試木は地域毎に各2本宛選定伐探せしる供試木III及 

IVは極め てァテ が多 のご 内部府朽せ し%のごにょつて供試木 ご 

ならざる為に之を除外した。

供試木に就て調せる事項は火の如 くである。

ル項
イ応試木 、

番逆. ゝ

桜 下の | 樹なの
我さ ボ当ii年! 年 、簡ccm (m) (m) (cm)

I 306 60.3 29 0.5 5.5 0122
I 3i6 56.0 20

_____ 1
13.0 4.s 4 0.245

2) 供試資材の木取及取扱

伐採せる供试木に’は成立當時の方位 を記入し, 之 をの株式 

に従つて木収りを行つこ。即ち地面高0.3m, 1.am, 3.8m, 5.3m, 

7.3m, 9.3m,11.3m,13.3m,15.3m, 17.3m及び 19.3m の箇所に於て 

厚 さ 20ﾡの叫盤に切所 し,位裂を防 ぐた、め兩木ロ u ワ e ッ ンを統 

刷 して皮付 の位搬出 し更に包ﾡの上盛道通搬によつて本製利用試験 

室に搬入して。 . ・

供試資材の木収 ら 及び客査材の記ﾡはの通 bである。

3) 供試材川の作製及び共形状

供試叫盤 卜 り供试材片の作製は第….同の如 く 正八方向 に於て一邊 

の長さ 4.6em厚さ 2.2cm の四方杭に木取り, 之そ塗ﾡﾡごなら 

しめ含行水分を完全に除去した後 4*4*2em の大さ の 方黑 に飽削 

して試鹼に供レた。但し鈍前期川中に水分を吸収する渋わ らが故に 

供試i前に 再び 全 t に 附 し 之 を嘘化行灰 を入れた 前子器 i 1 に抑入 し 

て材の冷却す る を待つ て 施行したの で ある。



各供試材片 に就ては各回盤に於 

け ゐ探材崎所 を簡 よ り の田離によ 

つて定め, 此距離を嚴密に測定紀 

帳した。

供試材片の•祀號に就いては北方 

を a, 東方を b,南方を 西方を 

d こし, 夫等の中間方位のも のを 

夫々e,6 g,h ご し記ﾡ命名に 

就て は分數 の形 を採用 した。』ち 

1/ma,1/IIa:等こ し, 分母は供試 

木番號 を表し,分子は探材崎所を示し,a.b,••…は方位, 又ub等 

の下端の製字は協からの西離則ち探材価所を炎す こ ごご定めな。斯 

様に して得た供試材川の崎数は供試木 I か ら 208商, 供び木 IIから 

296 ﾡ合計504簡ごなつた。

4) 比瓯並に魔縮強の測定方法

i) 比重の測定方法

4縦材に就て1量は杯量 100死, 数度 1/100 瓦の天秤を 用ひ,容 

私は1頼の 1/20 測定し得るﾡﾡ八付人度を用ひて供び材の行数 

を測定 して共相乘積に kつて求め, 式を用ひて計算 しzo

S,=-Se* 100 
V 0

但し S。は供試材の全乾比重 (百倍)

G。 は 供試材の 全乾重量 (死)

v。 は供試材の容積 (立方ﾡ)

i) 強弱試驗機

銀期が感機は京高砂森償職機製作所製油順式で城大荷重 30 M, 
最小 10ﾡ測定し得られる。(附l参照) 又加座の速度は平均一分 

間に 20kg/Cm の割合どした。 尙强度數値は次式によ って求めた。

・-キ ,

但し ゐ。は全乾狀態に於ける 眠縮強 (kg/em) 
Pは荷 (mf)

F は供試材の横斷面概 (平方相)

I試験成積

1) 樹仲午部に於ける会%北重の愛県

樹幹各部も於け る北重の裁県は樹高』ち地面高 と横即ち半徑方向 • 

ど に分け られ, 従つ て取報め る に際 し <は樹高 を地両商高0.3m,1.8m, 
8.3m, 5.8m, 7.3m, 9.8m, 11.3m, 18.3m, 15.3m,17.3m及び 19.3m の 

11 階級に分け各階級毎に半徑方向の變異 を究明 し, いでﾡ高方向 

に及すとこ こ しtco
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i) 牛優方向に於ける全比重の業

半徑即ち髓か ら の距離 をRこレ 全乾比朮 を S。を以て炎レ 附求 

の數他に基い て 関係曲線 z 旧示ナ a に第三圖の如く 一種の抛物線 と 

なすものと看做される。

依つて一般抛物然式 S,=a+bR+cR= を適用して S。及びRにﾡ

第 一 炎

地 i 
葛

供ル
映側 アカ エゾ マツ( 1 )にかけ る や福 と 地と の叫係式

製測価と?算 不
価との跳の 2, 
正負の分配 a

(m) 村談 十

o.3 32 S。 =47.7168974-0.S89150055R+0.017611045RS 10 13 士 1.25
1.3 ] 24 So =431044478-0479432058R +0.006701s18R= 11 13 1t 1.30
i.3 24 So =36.6045360-0.2377217G0R -0.0106s0063R2 14\1 10 +1.11
5.3 : 24 So =48.8065871-1.090095576 R+0.023000910RS 12 . 12 士 0.75
7 34 So =44.1928400-0.692220512R +0.013000802R2 11 13 +1.18
9.3 i 24 S。 =38.8158038+0.005479317R -0.01301050SRコ 12 ! 12 +1.38

114 34 S。 =36.0024657+0.310205515R-0.017272416RS 10 : 1 i 1.15
13.3 1o S。 =41.3253872-0.313072682R +0.001027590R 10 G ± 1.11
15.3 16 So=40.4S55211-0.098554453R - 0.009651802R? , 7 9 土 o.n7

測値を與へ a, b, c を及小自乘法に1: つて決定 し,夫々一般式に代 

入すれば第一表の如くなる。

第一炎の式にゝつた計算仰ご頼測Mごの誤が脚係をﾡる に,正負 

の分配は不等で不映も大き く ないから第一表の式を以て兩者 

の關係 を表す式 と して探用して差支へない。

次にﾡ一炎の式によつて計算した致位を抑げればか二炎の如く  で 

わ るo

地 
両 
商

供ル

試個

ママママーマママペママママママ"マママ"*卒*ママ*ママママママママママママママ*マママママママママママー*でママママママママママーマママ "wwwwww
* • • ' •. ・

アカエゾマッ(ロ)に於ける半徳と比戒との明係式

幌測«と?t算 
価 と のﾡﾡの 
正 f の分 配E

不 
均 
藻

(m) 村ﾡ

0.3 -10 So =400328073-0-44320S$05R +0.011 502392R= 24 16 キ 0.54
13 40 So =41.4144698-0.154912870R +0.003722181RS 22 ' IS 土1.22
ss 3 So=404567406-0.02030S000R-0.001004722Rヨ 10 16 t0.84
5-3 部 So =40.8419066-0.280603282R+0.008523105R: 15 17 土0.89
7.3 32 Ss =40.2042058-0.188325461R +0.005697608R2 18 14 士 0.54
9.3 24 So =38.82680S1+0.081220800R-0.006931495R2 10 14 ± 051

11.3 24 So =40.2253235 -0.27806470SR +0.008993907R2 9 15 生 0.50
1»3 24 Sq =30.3907050-0.114031270R +0.001893005RS 15 9 士 050
153 16 So=388507730-0057607501R +0001147500RS s 8 土 046
173 1G S。 =41.0040719-0.59021091SR +0032020402R2 s 生0.71
19.3 16 So =37.0110671+0.266314280R +0.022322851RS 7 9 士0.57

4

-- jan- fm)

10

12

14

16

1S

20

22

26

2S

表第

03 1.3 3.3 5.3 7.3 9.3 11.3 18.3 15.3 17.3

43.02 40.53 37.94 4$.15 40.S7 3s.96
39.06

:.4S $9.4s 39.65 3S.2538.10
41.39 40.58 40.21 39.97

41.62
39.28 35.Ss 3S.7S i $8.55 3S.62 35.70

41.23 39.76 38.11 39.97
39.06

3S.S1 37.09 3s.S9 39.0s S.25 3S.1040.82 40.35 40.09 30.10 39.0& 38.60 3S.60 3s.50 S ッ

40.50 : 39.17 :38,59
3s57 8.3030.05 38.30 40.30 37.77 , 3S.5f 38.25 3S.1040.35 40.14 1 38:56 38.S2 33.95 :8.3 38.11 さS5 分R1

39.58 3s.38 30.16 38.4S 38.23 37.71 s.7s 37.91 38.25 38.1039.97 39.95 30.82 38.63 38.76 35.50 38.19 1 35.29 } 3S.3638.4837・84
38.72 3-.7s ' 38.13 35.2L 37.S0 37.80 37.51 37.14 37.31 3S.3539.6S 39.78 30.65 38.50 36.6s 38.61 38.09 SSJC 33.30 35S9万

38.00 37.92 37.97 37.4G 
33.43, 37.41 37,7 3-.17 36.4439.40 30.03 39.48 38.05 38.29 33.073,05 3S.25

37.42 36.72 37.71 36.90 37.03 30.61 30.69 36.02 ; 35.5939.35 39.51 39.28 38.44 38.66 37.97 38.12 37.94 35.22
36.08 
30:37

36.28
39.41

37.3s
39.07

3653
3S52 36.75

3$.71 3;.99 
S7.6S

:36.0; 
35.26

35.4s 
S7.s5

36.68 35.s0 36.9n 3635 3G.58 35.1(39.15 $:.32 38.S5) 38.82 37,23G
3G.52 $5.55 366 36.30
30.62 39.26 9.3 3S-8S •
36.50 35.27 35,SG]39.89 39.23 30.1l
36.63 35.0440.24 30.21



第三表

第二表から供試木 I ご II ごの不均価を計算すれば第三表の如く 

なる。 ,

、さ 遂 03 13 3.3 5.3 7.3 9.3 113 13.3 15.3 17.3 10.

6 42.21 40.56 39.08 41.56 40.08 39.01 38.18 39.13 39.12 38.44 38.40
8 41.03 40.06 39.10 40.36 39.52 38.92 38.15 38.75 38.79 38.29 38.35

10 40.47 39.60 39.08 30.56 39.03, 38.76 38.06 3$8.37 38.48 38.26 38.21
12 39.78 39.17 39.02 38.90 38.62 38.52 37.95 38.01 3S.14 38.37 37.97
14 39.20 38.78 38.89 38 36 38.29 38.21 37.80 37.05 37.76 38.60
16 38.75 3843 38.73 37.95 3803 37.78 37.62 37.32 37.35
18 3840 38.12 38.50 97.07 ; 37.85 37.31 3741 36.98 3け.91
20 38.18 37.85 38.23 37.53 37.73 36.80 37.17 36.67
22 38.07 37.01 37.91 3751 37.70 36.18
24 3807 $7イ1 37.Ss

37.49
37.02

26 38.20 37.30 「

28 3844 37.13

- 8

ii) 樹商高5方向にがける全比の込」

樹高方向を h, 全乾比:近をス そ以て炎し, 第三表に基いて関係曲 

線をﾡ示ナれば第四ﾡの如くなつて S,=a+bh+ch なる一般式が 

適用される。依って S。 ご h とに第三表の數値を與へて b,cを •

最小自乘法によって決定し一縦式中に代入すれば第四表の関係式が 

求め られる。

第

アカェゾーマ ッ村に於け る 高さ (ﾡ高5)と 誤 近正 負 
o分配E 均一*と

○軽 北Iとの 関 係 式 十 一
I F ・41・/・

6 S。a = 1727.69795 - 26.3643 133h + 0.71S6662831 6 5 士 0.77
8 S。:=10657.00217-20.1334291h+0.5563346Gi5hゴ 5 6 士0.45

10 S。= 1617.93019 - 1S.7673530h+ 0.508430S66h 4 土0.37
12 S。-= 1574.89001 - 15.9723290h + 0.50914SS33h 6 5 019
14 S。= 1543.91290-17.7017199h +0.754142240h 5 5 士0.23
16 Soコ= 1502.65819 -0.10799300h +0.11 S051505h2 5 4 ± o.u4
18 S。= 1476.73196-7.279353071-0.0306534201" 4 5 士0.19
20 S。コ= 1462.42091- 8.57200900h+ 0.011746907hS 4 士02i
22 S。= 1425.50934 + 1 2.458S954h 2.4S51381 21^ 3 3 士 o2s
94 S。= 149S47194 11.5297141h + 1.59S44750h 2 2 02s
26 S," = 1480.0421S - 90.0251737h + 20.6844011h" 2 1 士0.05

上式のﾡ差ﾡ係をﾡ るに共正負の分配は不等でス不均誤差 も 代少で

あ そから係式は成立する。節四表の開係式(によつて各地面高に 

於ける比止数価そ計算すれば第元表の如く な

ii) 更に第五表の敷Mにい て各地面高階に於けるや御ご比ご • 

のり係を見出さんごすo
午極を v 全重を S。 そ以て表し之をﾡ示するにの五同の如

く なつて S.=a+bv*c なる一般式が適用される。

依って S。 及 Y に第五衣の數紙を與へ,",b, c を及小出乘法に 

よつて決定 し之を一 般式に代入すると 第六.aの関係式が得られ る。



第五衣

\下役
。 8 10 12 14 16 18 20 22 4 26 28

03 41.47 40.02 40.15 I 30.62 39.23 3873 38.40
1

38.21 37.80 37.88 3s.14 38.44
1.3 41.21 40.39 39.94 39.43 39.01 38.51 38.30 38.09 37.91 37.76 97.37 37.13
3.3 40.00 30.06 30.53 39.08 38.64 3839 38.11 37.87 97.94 37.05 37.4s
5.3 40.12 39.57 39.17 38.79 38.35 38.17 37.91 37.06 37.71 37.09
7.3 30.67 39.34 38.87 38.54 38.13 37.97 37.71 37.43 37.22
9.3 30.30 38.06 38.03 38.34 38,00 37.78 97.50 37.19 36.42

11:3 30.01 38.74 3845 38.20 3704 3700 37.29 30.97
13.3 38.78 3857 38.33 38.11 37.9G 97.9 37.07 30.75,
15.3 38.03 3846 28.26 38.08 38.06 37.28 36.85
17.9 38.56 5841 38.25 36.09 33.33
19.3 38.56 3841 38.31 38.16
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第六表の關係式によ って計劈 した数値の誤差関係を觀る c正負ゆ分 

配平等で平均誤差 %様め て少である から 此関係式は成立す る。

六 表第

樹ﾡ

商高5老
アカェソマ ッ全乾村に於け る恒と北と の期係式

ﾡ正負の分m
平均誤工

十 一

0.3 So=44.283959 - 0.5310400S57+0.011203710r= 7 5 ±012
13 So=42.9S7674 - 0.3595204S6r+0.005566933rS 4 s 土 0.11
8.3 ・ So=42.4771607 -0.302825154r+0.0067132S6r 5 6 土007
5.3 S。 = 42.103454s - 0.370507015r + 0.0079734S6rコ 5 5 生 0.05
73 So=41.0497403 - 0.2545075S2r + 0.00 36S7771が 5 4 士0.04
9.3 S。 = 30.853636- 0.0S8977279 r - 0.002670454r 4 5 土 0.10

11.3 So=39.0070298-0.107738003r-0.00142S5727 4 土 0.01
13.3 So= 30.0530953-0.019285708r-0.004SS0053rS o* 6 ±0.07
15.3 So=3s 1004762 -0.1 26106503r - 0.010800249r: 2 5 主 0.12
17.3 Sq =39.7508571-0.256142848r + 0.010357142r 3 2 土0.05
19.3 So=38.945-0.065r 2 2 0.01

iv) 等比線岡の作成 ・
•

a) 第六 表: の 關係式中 の Sいに夫々 37, 38, 39, 40, 41, 42, 43, 44
の 数価 を典Yを 計算す る に第七表の 如くな つた。

此 ﾡ価は 各地面商高 階 に 於 て, 比 求 にﾡ順 す る 平征方向の位 t則ち

第 七 表

ヽヽ 企応花 7
地面に

二；, 一
44 . 43 42 41 40 39 38 37

0.s 0.5 ・。 4.S 7.3 10.4 ・14.8 25.0
1.3, 0 3.0 6.1 o.9 14.4 20.4

.3.3 1.4 1.4 $.0 12.5 19.1
5.3 0.9 3.1 6.5 10.7 17.1
7.3 0 4.4 9.3 15.4 25.0
9.3 7.8 i 14.6 20.2

11.9 6.0 13.4 10.9
13.3 1.9 12.9 1S.6
15. 3 12.S 17.7

・ -- ..... .. ___ 1... .... *

-10-
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価か ら の距離 と示しそるのであるo
b) 各比(に到ﾡす る 地面高の位の決定

(4) 比近 37
比 37 が各地面商5に占めてゐる位置は第七表に示しこが之を再 

ﾡすれば

地面7 9.3 11.3 13.3 15.3
半 額 20.2 19.9 18.6 17.7

ごなる。此ﾡ係をi線ご看ﾡせばY=a+bh の式で表は される。依 

って政小自來法によつて a及 bを決定して Y = 2.451+1.35411 の式 

を得た。本式は比重37 が客地面高に於て占むる牛福方向の位置を 

示したも のでああ。依つて第七表に表はれてない 17.3mに於ける位 

置は此式を利用してhに 17.8 とiけばY=25.9 ごなつz。即ち比地重 

97はは地面高517.3mに於ては宇極方向 25.9ﾡに存在する。然るにTf 
際の樹幹に於ては 25.9ﾡはが在せず仮想のﾡでわる。放に比37 
の高さの決定は地面高 15.3m にがける位ﾡ17.7の照ご前記の 25.9の 

假想勲 こ を 地結す る線こ 樹的山殺 ごの変る をそ以てし :o
(x) 比 38
比37 と同様の操作に よるo
地面高と半徑との關係は

地面高 9.3 11.3 13.3 15.3
半 徑 14.6 13.4 12.9 12.8

此ﾡ係を比37の場合と同様に計算して式 Y=1.705ナ0.058h そ 

得た。依つて地面高 17.3m に於ては Y=18.2ごなる。高さの決定% 

前同樣で あ る。

(〜) 地39
前地面高に於け る位置の推移(に よ って求めた。即ち地而為 11.3に 

於て 6em の % のが13.3m に於て 1.9 ビ なれば 0どなる には何税の1

第ロ

アウエソマ ・ン オx = ふゥ ・

L 主球濁

ッ［シ=

12-



さなるか が一=デか ・=-=0f2n

即ち 39 は 13.3+0.02=14.2m に於て0ごなる。

( = ) 比 40

比重 40 (に於 ける地 面 高c 極ご の閉係は

地面75 0.5 1.8 '3.3 5.3 7.3
半 征 10.4 9.9 80 6.5 4.4

なa。此ﾡ係 z 抛物線 と 行做 し て最小 自 乘法 にょつて係ﾡを定め

Y = 10.347 -0.30811 -0.0761

こ しiz。 上式に於て 7=。 ご世けはh=9.Sm ごなる。

( ホ ) 比 42
比m 99 こ 同様の算法に 上 っ て 登二勝= 赤ぶ,*=0.55,即 ち

42 は 5.3+0.55=5.85m に於て 0ごなるo

(へ)比44
比 44 は比 43 と 同一の變化を なす % のと看似 し

26:1= 0.5 : x 4=0.19
即 ち44の 高 さ は 0.3 + 0.19=0.49m である。

第七 表並に 以上 の數仙: に 基 い て 樹幹各部 にか け る 玉 そ 圖示 し, 

之等を 結 せる 山線 を曲 けば第六岡 ごなり, ぐ殺回が得られ 

る。

2) 樹除午部に於けるﾡ着ﾡ (全ゆ状態) の総N
本題に於て%比ﾡ化と同一のﾡ路そる るのと看做して前同樣 

の拠作による こことした。

i) 半徑方向に於け る 魔縮強の變異

宇征方向を R と し座縮強を P そ以て示 し,關係曲線 を 圖示せば第 

七ﾡの如く一種のﾡ物繰をなす。依つて式 ゐ。=a+bR+cR を適用 

しa,b,c を最小自乘法によ って決定 し之を上式に代入すれば第八

表の如く なるo

14 - - 15 〜



第八次

地 
要

0資 ンカニゾマッ(I)にがけ る 無革正負の分松

) 村区 半 得 と 脆 縮 强 と の脱係式夫 一
--- e--- 

0.3 32 8o= 848.7934 - 17.5440 R +0.2457 R 3 17 1。 ± 42
1-3 24 8o=782.6530 -10.8762R + 0.0309 R ・ 13 11 ! 46
3.3

・
24 8o=744.0367- 5.5174R-00708R 12 13 土 33

5.3 24 8o =729.9675 - 1.2446 R - 0.2785 R : 14 10 17
7.3 24 ,8o= 700.7901 - 0.7335 R - 0.3365 R " 15 9 主 97
93 24 8o=672.5209+ 5.9791R-0.6021R2 14 10 士 7

113 24 8o=719.1772- 5.1569R-0.1500ヨ 14 10 士 22
13.3 16 8o=717.2748- 2.0391R-0.4400R" 8 8
159 16 8o=604.9008+ 8.7•193 R-1.0233 R- 8 8 土 22

第八表の關係式に よ つて計算 しな数価はﾡ九炎であ るo

地 
西 
商5 (m)

供価 
試 
材ﾡ

アカェゾマ ッ(Iうに於け る 
牛ﾡと歴締ﾡとの開係式夫

M正負の分迎
不均設常+ •

・*

03 40 βo=740.7795-6.4592R +0.1267K 23 17 士 29
1.3 40 8o-740-8307-6.9309R+0.1419R 22 18 25
s.3 ! 32 8o =766.9809 一 13.0441 R + 0.4212 R - 14 18 丄 :9
・ 32 ム- 709.5232 - 5.5458R +0.1222R - 16 16 30
7.3 : 32 8o = 653.6 134 + 2.8902 K - 0.1334 R - 17 15 23
9.3 24 8o=643:3006- 4.1141R-0.2309R 12 12 土 20

113 24 8o=688.0044-2.9757R+0.0482K- 14 10 士 20
133 24 8o=093.0821-0,4200R -0.1357R 12 12 16
15.3 16 ・ 8o=698,2101-5.0S46R +01405R G 10 13
17.3 16 8o=778.S495-21.2979R +0.9009T: S 8 士 22
19.3 16 8o=6618445- 7.4784R-09712R

・
8 s 士 53

第 ロ 表

ぼ

0.3 1.3 3.3 5.s
・ ・

小 9.3 11.3 uss 15.3 17.3 I9.:3

a / I 753 722
I

708 712 G64 Gs7 G3 689 Gs1 672 670"1 I 71;; 710・ 700 6e1 6GG 660 C77 6sS 072 6S4 G75
I 724 702 G95 702 673 6S2 i 6Gs 673 GG9 G72 670
I 703 700 685 67 66S 661 674 666 66G 662

69s Gs2 682 c9o GG1 G79 652 653 | 650 679 67O10 1 I G95 692 673 666 669 G61 671 675 661 656 , 642
I G7! G63 6Gs G75 G3 65S G34 c29 623 672 6701 I 6S7 GS4 G64 661 6GS 659 66s 669 $56 65S | 615
I 051 G44 653 65S 624 616 603 , 587 672 • ・
I 681 677 059 65G 666 655 G66 G6I 653 657|

16 { I G31 625 ! G3s G39 60s 614| 596 572 543
I 676 672 656 652 66S G9 , 665 652 651
I 613 606 622 G17 579 5s5 575 4011 1 I 672 66S 65S, 649 658 641 66 (43 650

20 ( I 596 5SS (o5 594 561 551 552 50.
I 6GS 665 GG 648 G55 6$1 662 630

o。 J t I 582 569 588 5ts 522 51;
I 666 663 671 647 66 619 :

'I 569 552 571 589
I 665 GG2 6s2 647

1
1 I 559 534 553"1 I 664 662 697

。丿 I 550 516I 605 GG1
... ..... - ・

第九の供試木I ご II ごの均価を求めたものけは第一○であるo
i) 樹高方向に於ける塵縮強 (金体状ﾡ ○袋N
樹施方向を1,M縮独をんそ以て求し, 第一○表に推いて脚係 

曲線を圖示すれば第八圖の如く なつて R=a+uh+eh なる→般式 

が適される。 依つて ・,b, C を 衆小 门 乘法によ つて決定 い •般式 

中に代入すれか一.一炎の式力得られる。

-16- -17-



第-○表

地面両
0.3 1.3 3.3 5.3 7.3 9.3 |11.3 15.3 17.7 10-3

733 716 704 697 675 074 080 68 077 1 078 o7:
8 714 701 090 08s 071 672 671 077 068 0600 666

10 697 687 678 67S 665 667 662 664 056 q64 056

12 681 674 666 668 656 650 651 649 640 ; 663 643
14 666 601 (56 657 615 647 041 032 020 GC5
i 654 649 647 G46 633 C31 612 507

u ! 643 637 640 033 6i9 013 o19 590 571
20 682 07 04 021 ジ 2 591 007 565
22 024 616 030 00S 584 6CG '
24 617 007 627 503
2G 012 595 025 ・

, 38 608 590

第八図

- 18 -

第ーー

伴 
御 
の級

カエゾマッ材に於ける高さ (樹高5) と 
ﾡ締.製 と の岡係共

・ ・

誘電
平均誤差

, ・
十 ・

・ . 8o==520071.1SS-10580.2704ハ- 371.550160hs G 5 土 7
8 8o- =504123.6937-7S90.8613Sh- 265.980919h 5 6 主 5

10 80:=182020.0S6-5S73.91260h 179.3S4687hS う 6 土 4
12 8.-=462582.717-4933.85672h+141.7972S9h 4 7
14 8 =449307:171 - 0S97.65549h+ 294.901070h 5 5 L 10
16, 8o==42117S.371-309-595849h-254.942503h 5 5 会 4

18 8oS=410127.949 計 S.30509121h-342.000S47l 5■ 5 主 6
20 8o-=441S67.165 -13227.2982h+391.9747S4h2 ウ 5
22 8o=385842.711+3024.542E31-1193.0098/h= 3 3 ：!: G
24 8o3=30S 182.014 - 102S0.5031h - 3554 3719211- 2 2 士 s
26 8o = 389974.503 -347S0.2627h+11150.1056h" * • 1 * 1—

第ーー炎の閉係式によつて各地面高に於ける順縮張の敷価を計算す 

れば第ーニ炎の如く なる。

第 _ 二

ヽ 下面 
地→

型A S 10 16 18 20 22 24 26

o.3 726 708 680 09 651 (0 662 023 C10 d12
13 719 708 s! 676 664 (60 040 652 033 019 599
3.:3 706 694' Gs2 6o9 056 01s 034 620 619
5.3 696 0s5 075 661 640 G45 633 019 610 595
73 087 679 070 644 039 626 005 591
9.3 6s1 674 607 655 641 031 617 594 502

11.3 07G 670 002 052 690" 023 G05 5S5
13.3 074 00s 000 050 010 012 591 579 ・
15.3 675 66S 059 049 600 575
17.3 677 669 059 049 0I7
19.3 6s1 672 600 6to 1

iit) 第ーニ炎にい て地面高防にがける価ご縮張ごのり係 

を見出 さんごす。

一 19 -



宇ﾡと 丫,ﾡ縮張を β。 こ し之を岡示するに第九岡の如く なって 

②。=a+bv+cT の式が適用される。

依って み,b,C を小自飛法によつて決定し上式に代入すれば第 

一三のﾡ係式が得 られる。

- 20) 一

第一三

切M j
高報 1

ァカェyーッス 統 村 に 於 け る
T径 とﾡ術ﾡとの問係式

ﾡﾡ正負の分叩

+丁

o 8o = 771-508497 - 8.62J0 t6097 +0.098240005r- 3 s
13 8o=757.051758～7.216085307+0.0541958497 •1 7
3.3 8o= 753.063036 - S.5268938Sr +0.118371 2107さ 5 5 士 2
5.3 8o= 724.872709-4.777648G67 - 0.023074938rさ 5 5 -
-。 1' ・*ノ 8o =702,012554 - 1.S430393757-0.140045023r 4 5 2
9.3 8o -675.409100 • 2.0515037277-0::H446906017 5 4 4

11.3 80=728.371839-6450917607-0.0015410297 4 4
133 8o = 727.157792 - 7.1211880Sr 一 0.0017491537 3 5 7
15 8o =039.285714 + $44260282r- 0.63S556S027- 4 7
17.3 8o = 680.920677 + 0.1$9852826r- 0.20949264 1rゴ 3 o 3
19.3 8o=7016-3.16r- -0.125r : 3 21 1

第一四

iv) 等懸縮強線岡の作成

a) 第一三炎のﾡ係式中の β。に夫々 750, 780, 710, 090, 670, 
650,630,610 の數値を與へ,Y を計ぶするに共の如くなつな。

地面 -
__商

750 730 710 690 670 650 630
—

G10

0.3 2.6 5.1 7.8 ： 10.7 13.8 17.4 21.s 26.1
1.3 0.s G.9 . 10.0 13.4 17.0 20.9 35.1
3.3 0.5 39 5.6 । s.5 11.8 17.0 20.2 23.5
5. s.1 7.1 10.7 14.6 18.0 31.7
7.3 5.0 10.0 13.7 16.9 19.7
9.3 9.4 13.3 16.0 18.1

11.3 ヽ s.3 11.3 14.4 17.5
13.3 ・ 10.9 134 16.4
153

wママ
16.0

数価は 各地面高階に於 て,腰縮强に對應す る 半徑方向 の位獵即 

ち協か ら の田備 を 示した もの で ある。

b) 客縮 に対嶋する 地面高の位置の決定(順縮ﾡ線の超路 ) 

(イ) .縮强 m0

聴縮强 610 が客地面7高 に於 て占めてゐる 位Ntは 第一四数の 通 り で 

あるがﾡに再数ナれば

地而高 0.3 1.5 3.3 5.3 7.8 9.3 11.3 18.3 15.3
F 徑 26.1 25.1 23.5 21.7 10.7 18.1 17.5 16.4 16.0 

ごなる。此ﾡ係は直線と似され Y=a+bh (Yはは征,hはは地面 

高) の式で表けされる。依って ・,b を最小自来法で決定して 

Y=26.08008-0.70504h の式を得た。木式は順航 がイ地面高 

にがて占むる位iと示しこ%ので,ﾡ縮頭610線のﾡ路を示ナ式で 

ある。以下同様に し て 各M 縮強線の經路 を見出 す式 z 出 するとご 

が出楽る。

-21-



( ロ) ﾡ縮張 680
7=21.69630-0.63172h

(〜) ﾡ籍張650
1=17.84926-0.53592h

(=) ﾡ縮預 070
Y7=18.76505-0.50014h

(ホ)ﾡﾡﾡ690
Y=11.78548-1.08680h

(へ) ﾡ縮張710 ・
y =8.48731-1.0878011

( 卜) ﾡ縮 730
y = 5.1l-0.7h

(チ) 順縮 750 、 .

Y =2.31 -0・618h
上式に於て '=。 ごiいて h そ求むれば, hは各縮ﾡが協ご交 

る然の高さである。

依って第一四表妆に各唯縮強の經跆線式に よつて樹仲各部に於け 

る順縮强を圖示 し之等を結せる曲線を書け第一○ごな り等旭 

縮强線岡が得られる。

摘 要

本試ﾡは 北海道十勝三般,番更産及び北見利別, 斗満産 ケカェッ 

マ ツ材に就て,樹幹各部に於け る金ﾡ比重ご全ﾡﾡ態に於ける順縮 

強と を贪定 レ, 之にへて比重並にﾡ縮ﾡが樹仲の午征方向及商高 さ 

の 方向に継化す ることを確め, そ の関係 を見出し, 等比重線ﾡ及船 

縮 強線 圖 を 作成 しなるのである。

今其要願を摘記すれば次の如くである。

第十団

ア ウ エ.プて ・ 六 - ヘ*

等 淡 戀: ■■ 風
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I. 比の校化

(1) 高さの方向

高 さ の増す ご共に比重は海滅す。

その関係は前記第四表の闘係式に示した。

⑵ や福方向

樹心ょ り 皮部に向ふに従つて比地はﾡ減すo
その関係は第六表の關係式に示した。

I. ﾡ縮張の變化

(2) 高 ざ の方向

高さの埼すご共(に順締張は湖めす。

その関係は 第----表の関係式に示 したo
(9) 半徑方向

樹心よ り皮部に向ふに従つて順縮預る新滅す, その關係は第一三 

炎に示した。

I.比重並にM縮の變化は高さに於ては 8.3-11.3m の範圏内, 

午福方向 に 於 て は 樹心 と 皮 部 との 中間 部分が衆 少ないo
() 比重並に ﾡ縮製 そ 比較す る爲め に供試材 そ 得ん ビすれば上記 

の範岡内で木取収る。

(2) 木 っ に 位置が別 な公め比地較に 困 難な 場合は止重に於ては 

第四女及び第六表の式,ﾡ縮に於ては術ーー衣及び第一三表の式 

cょろ て換算 し z敷価を以 て すれば ょろしい。

成 

績 

調 

査 

表

附

表

--24-



供試材位 
証(ﾡ 上 り 
の 距 離ノ

(Cm)

全乾映態にポける
低 卜 お

僕が村位 
iit(e上 り 
の 距 離)

(em)

仝花状慫に於ける

記E 號 dioom kg/em) 記E 跳 比术 (00f ,ﾡ、kgCm二)

a1 11.0 41.68 701 II an 93 36.80 5S5
b 74 ・ 41.54 733 h 10.7 39.05 7:2
C1 14.。 ! 39.S1 660 l c 9.6 39.08 717
d 9.7. 30.12 719 11.0 39.9S 738
c 11.0 30.24 Gs6 5 9.5 3S.51 606
f 13.4 39.55 G66 11.0 40.27 733
g1 16.0 37.41 603 g 14-4 36.32 031

124 39.94 692 h 14.4 39.41 676
22.7 36.3S 534 / 仰 20.3 35.05 574

い: 1S.4 37.67 591 23.9 35.S6 601
c 21.0 36.00 558 cs 91.5 35.50 557
d 15.6 $0.62 096 ds 923 33.6S 54s
eさ 22.7 37.05 500 c: 20.5 37.04 566

21.8 35.81 623 f± 19.3 372 605 ,
g: 23.4 35.10 582 1 g 20.7 33.41. 502
h 22.7 36.74 567 i he 31.1 36.6s 5S4
ta 27.1 37.47 6101 ハ1 J5.6 1 35.10 57・
b 26.2 10.09 6oo い 25 3s41 4ss
ca 26.4 36.64 590 Cs, 36.6 34.19 う

・s. 24.3 31.09 505 ds報 27.2 35.62 531
气 27.0 37.31 ・ 555 Cs 20.0 :5.7$ 500
f3 26.4 30.00 4s。 ' 27.0 35.3s 535
K3 27.S 38.05 610 26.1 .73 552
h 27.4 35.56 540 ' h 26.s 3.s7 5SG

11 a 3:s 38.2s 550 不 均 10.6 : 36.65 503
s34 37.S6 578f u 11.2 ! 3S.05 635

C 324 36.16 512 b 115 1 39.35 640
'll 33.4 35.07 414 12.2 , 40.00 6s4
e 324 39.41 577 10.。 ; 37.19 65G

33.4 38.43 584 •* en 10-5 ； 3s.33 724
g* 31.9 37.64 616 fl 13.9 1 38.50 643
h 32.S 37.79 520 F1 119 36.57 603
均 23.1 37.69 502 14.0 :37.75 630

25 -
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ﾡ 試 お
供試材位 
四信より 
の用だ (Cm)

全ﾡ映態に於ける
はォ

供試村位| 
置的より,. 
の 用 ﾡ

(em) 1

全映ﾡにかけ る

E 2 も | 
002管)

品例数. 
kg/em2) 號 光 术 i 

(100値) (

/i ae 17.7 40.12 720 | /1 a 21.5 1 3647| 582
hs 17.8 38.34 639 ； ba 22.1 I 37.00 ! G01
ca 19.2 383.48 ・ G29 , cs • 22.2 35.89| 500
d: 17.6 35.34 570 , ds 21.5 | 35.13 556
ea 21.2 1 37.22 64 cs 21.6 37.11 586
fa 20.0 37.78 621 1 fa 22.6 37.12 583

ge 190 1 35.51 568 1 21.8 35.01 568
hs 20.2 ； 37.17 600 ； h 31.5 35.77 551

a/ 13 03.。 ; 37-55 593 ; 不 均 164 37.84 033
b 23.9 ： 36.7s 581 o/1 u1 0.0 40.37 . 726
ca 2340 :590 520 b 10.7 40.36 059
da 23.9 3645 590 9e 3682 610
Cx 24.2 36.06 , 586 d 9.0 39.04j 71:;
fa 24.9 36.40 6c0 0.6 40.48 08S
©s 24.5 1 3504 58S 0.0 38.59 654
he 238 36.74 600 g1 15.0 37.39 590

不 均 184 1 36.68 020 h s7 40.30 ; 736
5/l e 140 37.25 6f7

i/ a1 9.8 39.05 701 b 16.9 3845 507
b 10.81 40.07 715 c・ 16.7 36.42 573
c1 111 30.52 一 095 । d: 149 3542 019

<11 10.1 40.38 704 e: 160 39.47 611
e 10.0 40.02 705 % 16.5 37.39 G1a
f 13.3 39.00 072 ge 16.2 36.70 530

g1 10.0 4030 692 he 19.0 $702 (36
h 9.6 40.22 70S /t ns 20.4 36-13 639

ッ1 158 36.09 010 ba 22.0 36.27 636
b: 17.57 38.52 640 G 26.6 95.78 581
c 17.5 37.80 572 da 20.5 35.25 563
屯 16.3 35.59 628 21.2 36.37 551

15.8 38.0 060 fa 21.9 30.39 56S
fs 18.0 37.52 624 go 21.4 37.50 500
g 168 35.01 630 hs 20.7 38.77 52s
hs 10.1 37.08 632 平 均 10.1 37.79 005

-心 ... .

ボ

G/I

C/I

供 試

6/I

村
供試村位 
Zt(｛よ り

全ﾡﾡにかける

説 の用内)
-(e")

比m 
山99f

髏冶親
SgLCm 1

二」 ・13.6 40.71, G32 1
b. 9.1 39.67 0s。 1
G o.1 36.54 ' 638
d, o.n 37.06 6SS

9.。 • 40.00 699
f 13.5 | 3S.83 I 620 .

9.6 36.s6 691
hi S.7| 10.64

17.1 36.60 5S6 •
ha 15.0 3S.13
c: 17.2 36.11 545!
de ・ 17.2 I 35.69| 505 :

16.8 1 36.s1
174 37.45 651

g 16.6 35.48 | 627
hs 16.7 30.89 609

as 1o4 3540 561
bs 20.1 36.50 519
cs 207 36.19 , 543
ds 20.5 35.53 : 586
c 20.3 35.15 551
f 20s 36.47 552 ,
g 20.2 36.14 56S i
hB 20.4 35.85 514

均 15s 37-11 6o4

10.9 30.6s 080
bn 13.5 38.26 G33

11.9 37.53 636
d 8.4 38.06 080
c1 11.5 40.21 629
f 9s 97.53 628

10.7 36.92 081
l 10.2 35.56 (5o

件 試 村
記 、

鑑は 全映型にかける

臨酒 建嶋

;»c-!

叶
も
01G

g= 
lis

ッ, ns
1 bs

G
ds
es
f

s
b

d

g1
h
..

c

cs1 fa
ぐ
le

4 均

15.7
16.9
16.2
17.s
14.2
17.8
16.5
15.3

19.0 |
304
19s
1S.4
20.0
20.3
20.1
Is.s
IR5

os 1
12.7
13.4

75
11.5.
13.1
10.9
11.5
17.9
16.s
16.5
13.3
16.1
15.7
17.2
16.5
13.5

36.52
37.4
36.S4 
36.53

37.3-1 
36.12
96.so 
36.70

35.66 
3641
36.05 
:9.4
36.09
36.36 
35.7s
34.76

37.01 I ,

Q.s5

37.86 i 
39.04 
35.25 ' 
35.31

:s.43 ,

55.18
37.53 
36.56 
36.57 
36.09
97.s9
36.20
34.03

55S
6o6
595
600
693
5Ss 
616 
543

571
5is
544
602
565
5SS
59s
562
599

oso
6os
614
645 
034
627
694 
G19
594
574
5S9
5s0
599 
027 
5$2
51s
(os

- 27 -一
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■就材
僕が材位

の 距 ) (Cm)

企の映態にかける
仕ヒ 状 メ

件試村位 
從 T 上 り

企映態にかけ る

IB 號 比1R
C00f)

| [簡5 
Kkgiem)

記E 型 距 離)cm) 比 項 
(00f)

延縮処kgLCm:)
o/ 1 8.9 30.28 084 II h 13.0 ・38.02 518

b 11.5 38.57 605
c1 78 3340 054 均 1 11.1 38.10 551
d 11.2 30.09 691

9.3 :7.81 640 | 金 ボ 均 16.9 37.34 602
f 7.0 •10.01 701

14.2 37.44 595 1
h1 110 37.18 612

ッ a1 3.; $0.5S 698
. * 16.8 3.37 500 b 4.7 42.78 747

ba 15.3 36.01 5-6 C1 3.5 12.74 750
c 14.0 37.25 579 d, 5.6 42.70 710
: 15.5 36.89 509 6 6.2 38.39 (44

ee 15.3 36.21 520 f1 39.94 722
fs 14.9 36.15 508 g 6.6 43.72 740

ge 15.8 37.67 5.5 h 7.7 42.87 728
he 16.2 35.34 508 |

1/r レ s.3 37.6S 692
不 均 12.8 37.54 598 ( M

11.9 ! 41.25 687
c 8.5 40.56 613

1/1 a 11.6 38.14 580 o.1 41.8S 710
b 123 38.19 610 ・ 11.7 : 41.03 Goo
c 13.0 38.01 5S7 ・ 8.7 i 12.72 71
d 12.8 37.16 501 fe 13.0 38.21 G45
e 12.4 : 3738 566 hs 0.1 41.05 696
・ 128 3S.07 548
g 12.6 38.05 60S as 15.7| 36.71 656
h| 12.6 : 40.42 678 ba 176 ) 36.58 625

1 5s6 C 1 120 41.59 700
不 均 12.5 38.25 ds 12.2 41.08 676

■ c3 15.5 35.82 0bs
1/r 10.4 38.01 544 fa 13.2 : 40.63 073

b 1 13.0 39.05 407 Ks 16.。 1 38.20 0S7
c i 104 38.20 531 hsl 16.5 41.34 684
a ： 10.1 37.24 476
C l 10.0 3780 019 計 a 22.4 | 40.57 682
f 9.1 39:06 015 b 22.2 1 40.47 674
g 1 13.0 3739 G37 ; C1 18.9 । 40.72 6o7

ー・0-

代 試 村
記E 羽

供試村位 it(e 上 り 
・の 距 階) 

(Cm)

全映ﾡに於ける I 償 試 村iL B
併村位| 
i(当よ り _ 
の距) 
-)

全映態にかける

比重 
(100ff) (E/m) 比朮 

(100f) 跳冕

d 19.4 . 37.73 6s6 1 /ra 9.S 39.56 69s
e! on o *ー・ 38.21 652 , ba 9.9 37.71 059
f 23.8 39.67 704 G 11.6 $9.73 609
g 21.3 39.33 * 11.3 41.0S 713

21.1 43.s1 715 ( 11.2 40.95 702
fa 13.0 39.01 649

1/I ・ 27.6 40.56 021 Ks 12.9 37.10 634 .
bs 2s.:3 •10.71 670 . hu 13.4 $9.93 091
Cs 25.6 40.9s 670

26.5 , 41.00 671 2/I a 15S 40.88 693
cs 27.0| 40.05 h 16.9 $9.15

25.4 39.S9 ﾡ695 16.7 41.11 705
gs 26.1 1 38.45 59s d 15.9 41.92 । 700
hs 26.8 , 37.50 G50 e 16.5 40.77 1 603

ロ 20.6 :39.46 i 055
平 均 .157! 4091 0s4 W4 20.6 $9.11 0s4

h. 17.6 $S.57 1 6g7

/I a 
11

3.5
37

41.80
40.82 723 3/I 阳 

b;
23.7
23.3

. I
37.97 1

036
os1

c1 5.0 10.79 713 99.0
140.4 67

% 4.9 40.29 716
必 22.2 40.15

5.9 39.39 704 Cs 23.3 ：J9.5Gf, 5.9 42.09 731 239 :S.S1 036
g 7.3 41.62 719 23.5 39.65 (s2

6s 30.24 G96
% 23.5 J7.70 (3s

s/I ・ 
be

7.1
94

41.27
37.31

712
099 平均1 13.3 39.96 w

ce 8.7 4101 70s
7.5 41.54 712 i I a 6.7 40.34 -22

■ 7.9 41..3 714 b 6.3 1 40.63 739
fs 7.9 30.7 ・o5 c1] 1 40.03 719
ge 10.3 11.5S 716 5.3 30.01 ; ・os
hs 9.9 みs.43 (97 6.3 40.55 65
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僕 試 村
件試材位
it僅上り

全乾状超に於ける
ﾡ材

件広材位
的的上り

仝乾状愚に於ける

記E 號 の 距 離) 
(Cm) 高。高い発.高) 記 號 ろ距 ) 

(Cm)
比朮. 
0100管)
I 

(sg/Cm)
f 6.5 41.24 724 3.3 40.25 724
g1 6.7 40.41 678 <11 3.s 40.08 712

6.0 $0.60 6sS c1 49 39.03 653
fl 6.1 41.61 721

e s3! 39.83 ■ 056 gn G.6 30.03 G7S
b 7.0 39.88 073 60 38.73 653
C2 7.6 40.39 675

13.0. :0.09 1 (27 打 ae 9.8 40.10 709
・

10.0 39.20 644 い: s9 30.33 045
rs 7s 41.09 723 ce 9.2 :8.87 633
g 10.6 41.04 709 山 7.0 38.36 644
h: 10.c 38.74 622 1 C2 9.4 38.33 (45

fs 10.0 40.01 711
13.0 40.84 708 10.7 38.01 643

ua 15.7 30.19 022 he 10.5 37.13 621
ca 13.3 30.60 709
・s 174 401 695 15.5 37.59 623

14.6 38.76 006 いa 13.5 38.63 682
14.0 39.39 Cs 15.1 30.17 657

gs 16.1 40.14 672 da. 13.3 30.71 707
1匕 14.6 38.37 691 Gs 15.9 37.56 66s

fa 14.7 38.86 68:
S/I a 224 4041 703 Ks 16.1 :7.86 630

u, 21.6 30.72 (78, 15.7 37.50 020
C 183 30-45 644 ヽ

d 21.2 37.82 (47 21.4 38.04 660
・ en 220 37.42 (46 19.8 38.10 640

・ 20.8 3842 66S C 19.7 38.32 644
g* 21.6 39.08 666 d 18.8 40.91 711
hu 21.2 39.02 669 e 21.4 38.52 659

"ノ
ロ 20.7 38.15 632

場 12.8 39.0S 076 Ki 305 38.14 6a4
20.s 38.61 662

4/b a1 5イ 38.78 620
b 1.5 30.73 601 平 地 13.2 38.01 666

一 31

信試村
記E ﾡ

件び村位 
函t(ﾡ上 り 
の 距 離

(Sm)

仝乾狀態に於ける’
僕 試 村
記E 説

僕が村位 
髄諸

(Sm)

ネ就映公にかけ る

比 i 
(100f)

Ifi4 
(kg/emmシ)

o/I a1 3.5 39.Ss 656 10.0 3S54 Go7
bi 3.2 39.S9 i62

2.1 3S.53 093 不 均 19.5 3s.93 605
d] 5.7 39.56 669 ,
e1 39.03 05s c/I ・w 5.s 39.7S 669
f1 7.G 39.G4 (93 i h 3S91 u

g1 7.4 :39.39 6.3 3944 075
hi 5.7 10.16 730 ・ 5.0 39.04 ' 651

6.0 3s.39 043

5/I as 
ba

s.0
9.

38.46
39.20

03S
702

f
g1

・1
7.0

3S1s
39.S5

624
6s2

ce S.6 40.04 712 ! 5.3 39.05 6s5

d 
es

s.3
11.7
9.1

39.78
37.55 
$S.2G

704
00o
04s

o/I ・ 
b:|
■

10.3
109 
o4

3S.61
3839!
3979 1

639
023
0s9

g:
h:

14.6
10.6

35.93
3S-39

G74 
(s d: 

es

" *
9.9

13.5
39.S9 I
39.04 1

707
053

fs 10.5 3825 G4s
5/T ・ 16.2 38.13 655 g2 13.3 38.48 669

ha 15.0 88.46 6o1 h 11.6 3S.17 639
cs 15.6 3S.s3 070

16.2 38.33 653 s/r ・
旧

17.s 3S.15 646
cs 15.2 38.14 675 17.8 37.98 623
G 16.7 39.02 oos I G 15.6 3S.61 657

K3 13.6 39.00 07S d5 16.1 3s.0s i 65:
ha 15.6 38.45 (649 . ca 19.1 37.59 : , 625

f 18.3 s7.s7 63S
s/T a 20.0 39.10 0so g 17.6 3s71 056

1'4 19.0 38.17 647 h3 1S.7 3S07 ois
C4 19.6 38.26 662

10.3 39.08 73 , 平 均 11.5 ペ.67 06
e 18.8 39.12 069

19.3 39.0: 0 G/I 2.4 39.9s 709
ga 19.i 38.99 074 •1.2 39.4s , 0s4
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供試村
正 沈

Zt(n 上 り 
の声点) 

(Cm)

全乾状態に於ける

臨潘1藏為,
件 試 材 
記 22

ﾡ試材位 
it(dより 
の 距 離) 

〔Cm)

全乾状慫に於け る

高可「更層高

心

'•1 
f

/I ・
b=
c:

ce

fe
足

7/Ial 
h
G 

da

f
gs

平 均

s/I a
bn 
ct

<11
c1
fl
g1 
m

24
5.5
47 

'2.6
28
5.5

95
10.2
109
12.0

9.1
80 ,

13.2 ' 
o2 1

^
18.1
17.2
17.0
16.0
17.5
174
174
i7.9

101

96
3.0
26
3.2
47
57
7.4
・2

39.13
38.79
39.31
39.25
40.15 i
38.30

30.04
28.25
38.50
$7.92 1
97.82 :
3806 1 
38.49
38.10

29.18
37.99
3702
3S.01
37.01
38.45
3781
38.09

385S

$9.07
38.54 
$9.34
39.10
88.89
90.08
30.38
3s.9S

・

1'"

*

650 . 
057 
6s3 ! 
o71 
701 | 
088 1

695 
082 
071
646 
06S5 
642
6S5 
G6s

701 
634
640 
672 
031
0f0 
65S 
077

072

695 
078 
702 
680 
0s6 
00s
704 
G77

s/I a:| 
さ

J2 I

s/r M 
bn 
cs 

<13 
e

w 
lu

T 均

o/r
b
c1 
d.
cu

g 
h,

9/I ・. 
bs
祓

■

9.5 1 
86 
7.4

11.1 
10.0
10.6 
114 
15.2

17.1 
1G.1 
10.0 
100
13.3
15.s ;
15.5 
15,1

10.2

2.5
3.0
27
95
5.3 
0.8

6.5

: ■ s
10.2
114

・ 14.8
13.9

:30.01
353.55 
:8.33 
30.23
37.65 ;
37.00
38.42 , 
3834.

88.21
38.06
3S.41
3S.15
38.50 

m7.21
38.22 
37.61

38.47

・38.42
39.02

. 3s.s5
38.90 
$8.54
37.07
38.12
3S.1s

38.0s
38.78 
$8.37

37.77 
$7.00

003 
68: 
089 
701
G45 
0:7 
G67 
070

G52 
045
C70 
083 
075 
(49
G55 
(4o

672

002 
701 
0M4 
690
682 
08o 
o71 
070

647 
051 
070 
051
G40I

件 試材位 
icc上 り 
の用 融) (cm)

を乾狀速に於ける 僕試村位
供 試 村 ( よ り _

號 の 距離)
(cm) ,

全載襲にかけ る

iE 説 比 t 
100f) 蜀蠟 dod (た品)

fe 160 38.91
----- 1 

675 11/T a 3.2 38.07 679
16.0 38.10 63 b 3s 060

旭 16.8 3S.25 Cl 3.0 s.1s GGs

平 均 9.0 35.09 oos 1 d 3s "S.s4 692
e 57 "s.92 700

1o/I ユ1 5.0 3s.1s 069 f 5.5 :だ.56 6os
b
c1

7.1
. 53

38.29
39.04

6S0 1
-05|

m 3.1 39.27 692

<11 7.4 3SS.14 66 ; h 4.s :Sラ7 Gs6

C|
f,

5.1
5.4

3S.35
30.24

G7s
7o 11/I as Ss 38.1:3 ai

g1 6.5 39.6 0sS5 : :9.09 75
h G.0 38.S7 603 cs S.1 ・9.49 6S5

ds s.1 :ss9 6so
Io/i

bs
10.9
13.4

38.34
37S8 Gs4 e ss 37.29 (53

c: 12.1 79.7s 005 1 ・ 1 ss.39 い47
d. 14.1 4035 702 ャ: 7.5 $S.s: ,
cs 13.7 38.17 696 hs 7.9 3S.10 ! Ns5

13.2 3S.84 o5S
gs 121 37.2S 691 ポ 均 6.1 3s.59 670
is 13.2 38.66 43

不 均 ・40 98.07 670 j 全 平 均 119 89.18 672

一 3
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